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平成28年に当センターで開発した世界最高強度磁器と高精度陶磁器は今までにない特性を持ち、県内外の消費者、商社、
窯元などから高い関心を集めており、食器以外の用途でも商品化が進んでいる。これらの特性を生かしたさらなる製品の開
発が期待されている。しかし、これらの材料は物性が未評価であるため、より多くの分野へ応用するためにも各物性を把握
することが必要である。本研究では二つの新規陶磁器材料について、幅広い用途への利用促進のため、基礎的な物性を評価
し、食器以外の分野への用途開発と更なる高機能化を目的として試験を行った。得られた結果から各材料の物性表を作成し
た。また、高精度陶磁器について、一定の範囲で気孔の制御と低温焼成時の気孔特性の改良を行った。さらに、２つの新規
陶磁器材料について、プレス成型と押出成形での成形試験を行った。

ファインセラミックス並

期孔、粗粒子がほとんどない

研究内容・結果
物性表の作成

世界最高強度磁器 高精度陶磁器 特許第6873427号、R3年4月登録特許第6856195号 R3年3月登録

焼成変形

焼成収縮

中央細孔径
約8μｍ

焼成変形、収縮がほとんどない、細孔直
径の揃った連続気孔を持つ多孔質材料

商品化例

有田焼チェス駒
（しん窯／陶楽）

セイコー プレザージュ 文字盤
（SEIKO×しん窯）

「IMARING」
（陶芸タチカワ ） 東洋セラミックス

香るマカロン
（セラミックアロマディフューザー）

機能性計量スプーン
（貝印）

アロマディフューザー
（224porcelain）

世界最高強度磁器 高精度陶磁器

・世界最高強度磁器

・高精度陶磁器

高精度陶磁器①気孔特性の制御

原料であるアルミナの粒径を変化

97μｍ

29.5μｍ

5μｍ

4μｍ

1.8μｍ

1.7μｍ

50μｍ

0.43μｍ

細孔分布による気孔特性の確認
温度と原料でコントロール可

②改良試験
低温焼成（1200~1250℃）でのディフューザーとし
ての吸い上げ特性の改良試験を実施

天草陶土、蛙目粘土、アルミナ、石灰を使用
しテストピースを複数作成
吸水試験が良かったものの気孔特性を確認

新規陶磁器材料の成型試験

押出成形 プレス成形

バインダーなしで成形可能
乾燥による変形が課題


